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Abstract
Acomparative　study　on　concerning　a　view　of　sports
　　　　　　　　deferrence　between　England　and　Japan
Acomparative　th6ught　of　a　historical　development
　　　　　　　of　England（UK）and　Japanese　sports
TAKAOKA　Tohru
　　　　This　present　paper　compered　with　history　of　two　kind　views　of　sports．　There　are　many　sports　in
the　UK　and　Japan．　These　sports　are　picked　up　the　original　sports　every　country，　One　of　them　is　Budo
which　is　Japanese　original　physical　activity（as　Bujyutu）and　another　is　football　which　is　most　popular
and　origonal　sports　in　the　U．　K．　and　Eulope．
　　　　Many　sports　were　born　in　the　UK　and　developed，　so　England　has　been　called　these’s　native　coun－
try．　Footbail　was　played　the　most　fav3rit　and　popular　sports　in　the　U．K．　It　is　well　known　fact．
　　　This　paper　pupose　observe　on　xthe　back　ground　in　a　view　of　sports　through　the　historical　develop－
ment　process　of　Football　and　Budou．
　　　　Original　football　has　begun　spontaneoμsly　to　play　chidren　Deen’s　head　skeleton　as　instead　of　ball
in　the　UK．　．
　　　　On　the　other　side，　Budou　has　developed　to　practice　for　their　bodies　educational　activity．　Sports　has
imported　after　end　of　19c．　in　Japan　as　foreign　culture．　Japanese　sports　development　were　substantially
s圭nce　1945．
　　　　It　was　to　begin　playing　football　in　the　allciet　greece　times，　but　Football　has　played　prosperous　in
England　since　l　lth　century　and　developed．　　　　　　　　．
　　　At　present　time，　there　are　many　bodies　concerned　with　the　organis母tion　of　sports　in　the　UK，　but
perhaps　the　single　most　useful　one　in　the　context　of　clarifying　the　nation’s　policy　for　sports　is　the
Sports　Council．
　　　　In　a　recent　discussion　with　a　member　of　the　police　unite　a　number　of　development　issues　were
raised．　Several　thousand　of　lesistration　every　year　are　now　passed　by　the　European　Council．
　　　　Increasingly　this　is　hapPening　in　sports　as　well　and　the　European　scene　is　becQming　the　forum　for
many　of　the　debetes　surrounding　physical　education　and　sports．　The　Council　of　Europe　has　an　im－
portant　part　to　play　in　these　developments，　particularly　the　commitee　for　the　development　of　sports．
　　　At　national　level　in　the　UK　there　is　much　debate　concerning　the　organisation　of　sports．　There　is
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talk　of　new　ministry　for　sports　and　culture　with　a　seat　in　Cabinet　of　Government．
　　　Japanese　sports　has　included　many　problems．　since　Sports　has　come　from　the　foreign　nations　at
the　Meiji　period　and　made　fast　progress　to　begining　in　the　20th　century・
　　　　Training　of　Budou　was　trained　the　spirit　their　selves，　and　lt　meaned　to　educate　moral　training　and
the　culture　of　mind，　the　character－bilding．
　　　　Training　methodes　of　Budou　was　caused　pecuriarity　Japanese　training　spirits．　The　leaders
demanded　the　mentalism　though　by　the　bodies’strong　training，　and　They　demanded‡o　coerce　the
BUSIDOU　spirits　for　their　children　that　They　had　been　educated　to　get　endurence　and　fighting　spirit
or　courage，　etc．　That　was　comonsence　among　the　Society　of　Samurai．
　　　　This　behavour　of　the　leaders　in　the　foudal　times　based　on　caltivated　the　mentalism　of　Japanese
physical　activity　in　Japan．　These　current　of　thought　was　only　one　of　the　educational　purpose　and　It
affect　to　the　development　process　of　Japanese　sports　in　essence　since　the　II　World　War．
　　　　Apeculiarity　of　the　development　process　of　football　in　England　has　based　on　a　spontaneous，　a　voli－
tion　and　an　intentional　activity．　It　was　sometimes　social　demonstration　agenst　the　lord．　so　that　football
had　benn　forbidden　several　times　for　10　centuries　by　the　lord．
　　　　Football　has　even　become　established　among　the　area’s　people　by　that　mater，　Talking　this
opotunity，　Football’s　club　systems　has　developed　to　be　supported　by　the　local　people　and　has
progressed　centering　aroud　th♀clubes　with　sticking　on　the　area．
　　　　Japanese　physical　activity，　such　above　mentioned，　has　based　on　the　Budou’s　sprit　and　has　deve－
loped　that　is　the　original　japanese　traditional　culture．　After　in　1945，　when　Foriegn　sport　culture　is　im－
ported，　that　the　foriegn　culture　spreaded　all　over　Japan　quickly　to　accept　the　foriegn　culture　indefer－
ent，　as　a　result　of　the　original　Japanese　traditional　culture　all　the　more　mentalism　is　apt　to　strengthen．
　　　　We　need　to　recognaze　a　wide　gap　between　their　views　of　sports．
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《特別研究》
イギリスと日本におけるスポーツ観の差異について
イギリスのサッカーと日本の武道の萌芽と定着の比較
高　岡 よ旱
はじめに
　現在の日本におけるスポーッは百花瞭乱で，あらゆる階層の人々に親しまれている。一方，外国に
おいても老弱男女を問わず，あらゆる機会を捉えて，積極的に参加していることは衆知の通りである
が，そのスポーツ観には日本と外国では，本質的な差異が感じられる。
　ここで，スポーツの歴史や特性について触れておきたい。スポーッは人類とともにあり，人間の生
活と密接に結びついて行われてきた。ここに人間が人間らしくあろうとする営みの中に，スポーッを
見ることができる。この意味でスポーッの歴史は人間にとって何であり，スポーッは人間にとってど
のような意味を持ってきたかを明らかにする必要があろう。そしてその社会背景や時代背景，民族
性・国民性やそれを行う人々の動機や意欲や意図が，その後のスポーッの発展に大きな相違となるこ
ととなろう。
　つまり，歴史過程の相違が以後の発展性に影響を与えるものであると考える。歴史過程を通して集
積された結果がその後のスポーッのあり方や，人間の生き方の展望をわれわれに与えるものでなけれ
ばならない。スポーツの歴史的研究の意義がそこにあると考える。従って，スポーツの歴史は単に過
去のスポーツの事実を知るだけでは充分ではなく，現代のスポーッの抱えている諸問題を解決するた
めの糸口を与えるものでなければならない。
　スポーッはイギリスを中心とした西欧を中心に発達してぎたことは衆知のことである。そこで，ス
ポーッを如何なる観点から比較，検討するかは大きな問題となろう。
本論は西欧の諸外国のうちでもスポーツの発祥の地とされているイギリスのフットボールの発達史と
それとは全く異なった歴史的背景を持ち，特異な発展過程を持つ日本の武道とを比較，検討すること
により，その相違性を検討するものである。
　いいかえて云えば，運動の発達史的観点からイギリスと日本で発展を見た二つのスポーツを比較
し，そのスポーツ観の差異を検討しようとするものである。
　イギリスの資料としては，些か古いが，かねてより是非とも活字として残しておく必要を感じてい
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た，天折した旧師小沢久雄の古い講義ノート「球技史」注3から，最も長い歴史を持ち，現在にまで脈
々として，現在にまで続いているフットボールをとりあげ，これを利用することとした。
　日本については，資料に乏しく「スポーツ年表」注4，「日本近代スポーツ史の底流」注5，「スポーツと
教育の歴史」注6から，古くから日本で行われてきた代表的な身体的修練場であった武道を比較の資料
として，利用することとした。なお，ここでは，近代スポーッの発生期であり，端緒となった萌芽期
の比較のみに留めこととした。
1．イギリスにおける球技（フットボール）の発達史
　1．身体活動としてのボールゲーム注3
　フットボールの歴史は古く，小さな固いボールを使用し，古代ギリシャ・ローマ人が好んで行った
とされるHarpastumと言うゲームがその祖先であると言う。一説にはセンターライソとゴールライ
ンが引かれたグランドに於いてチーム間で行われたゲームとしているが，一般にこの説を信頼してい
る者も多かった。Galenの“Exercise　with　small　ball”という論文はこのことについて語っている。
　Galenのいうsmall・ballがHarpastumであるかは判らない。しかし，この小さなボールが唯一つ
のゲームにだけ使用されたという根拠はない。テニスのボールでもテニスだけでなくあらゆるゲーム
に使用される。しかもGalenの論文はゲームでなくexerciseである。“この小さなボールはあらゆる
年齢，あらゆる身体状況の人々に適応する練習を与える。この小さなボールを使用し，プレーヤーは
自分の要求するだけの運動量をとる。また，この方法により腕，身体全体を訓練することもできる”
と云っており，これらのうち，最も激しい形の練習としてHarpastumを取り上げている。
　Harpastumではプレーヤーは中央でスクラムを組み，他のプレーヤーがボールを捕らえる事を妨
害し，首や身体にタックルし，レスリングのようなホールドを用いられたようである。このようにし
てプレーヤーは小さなボールで質量ともに充分な訓練をした。
　紀元前3世紀の初期の人であるAthenaeos（考古学者）によるとHarpastumはGalenの云うよう
にタックルにより，首の特別な訓練を含む激しい疲労の多いゲームである。
　このゲームは元はPhaininda呼ばれていた。　Phainindaという語はfeinting，すなはちある一人の
プレーヤーにボールを投げるふりをして，他のプレーヤーにこれを投げる事により，相手を欺くこと
を意味する語源から来てているようである。
　一方，Harpastumという語はSnatching＆interestingを意味する。　feint＆interestと言う語の
ideaはわれわれにこのゲーム本質的性格を示してくれる。
　紀元前4世紀のギリシャの詩人であるAntiphanesの詩のなかに“外側にロソグパス彼を越して彼
のを頭上ショートパス”という描写がある，これでHarpastumの内容を知るには不完全であるがこ
れから想像できることは二人あるいはそれ以上のプレーヤーが彼らの問にする一人のプレーヤーを避
けて，他のプレーヤーにパスしようとしていることである。セソターライン，ゴールラインについて
はなんら触れられていないが，このようなゲームでは円陣でパスするか，あるいは二本線の間で行う
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事が考えられる。Harpastumというゲーム行われたことは事実のようで，これに関する資料も，紀
元前380年頃から460年頃まで残っていることを見ても非常に長く続いたゲームであることが判る。
Harpastumはチームゲームでなかったようでもある。
　　2．　フットボールの芽生え（萌芽期）
　　我々が真にフットボールの祖先とみるのはHarpastumではなくこれとは全く異なるゲームである
　Episphronとすべきであろう。なぜなら少なくともグランドの作りからこれがいえる。　Pollux（180
　年）はグラソドで行われたボールゲームについて書いているが，これを彼はEpiskyrosと呼んでい
　る。これは激しい身体的，軍事的訓練を受けた17～18才のゲームであったためにephebikeとも呼ば
　れていた。（ephebe＆epheboi　ephebusは20～21才頃の青年の事である）このゲームはギリシャの青
　年達の行ったチームゲームであったらしい。ゲームの詳細やルールについては何も判っていない。
　（以下，プレーの説明略）
　　フットボールの歴史を語る時に忘れてならないことは支那である。古代支那では八枚の皮で作られ
　た丸い髪の毛を詰めたボールでフットボールを行った。これには全く異なった二つの方法があった。
　　第一型は皇帝の誕生日に宮殿前で2チームでプレーされ，高さ30フィート以上もある竹竿が立て
　られ，絹の縄で結ばれていた。ゲームはそのゴールにシュートする事であった。ドリブルを用い，相
　手の妨害を避けることも許され，また，いくつかの反則あったようだ。
　　勝った組は賞として果物，酒を与えられ，時には銀の鉢や錦などを与えられた。一方，負けた組の
　キャプテンは鞭で打たれ非常な侮辱を与えられることもあった。
　　第二の型はボールを蹴り続ける事である。そのために足ばかりでなく，背，肩，腹が用いられた。
　これは一種のドリブリィングであり，リフティソグでゴールにシュートするのと全く異なる型のもの
　である。
　　イギリスのフットボールの起源がギリシャEpisphronであるとする意見が有力である。イギリス
　人はとにかく，クリケットやボートが知られる以前に，何世紀にもわたり乱暴な男性らしいスポーッ
　を愛した。
　　1016年から1042年までイングラソドを征服していたデーソ人達が滅亡して，数年後に耕地を掘っ
　ていた農夫が疑いもなくデーン人のものと思われる頭蓋を発見し，全てのイソグランド人はデーン人
　に不満の念を持っていたので。この頭を蹴ることにより，彼らの欝憤を晴らした。
　　これらを見ていた子供達は新しい遊びを考え，彼らはそこらを掘ってデーン人の頭を集めてこれを
　蹴った。しかし，彼らの裸足，あるいは不完全な靴では頭蓋を蹴る事は痛かったので，その遊びを止
　めざるを得なかったが，ある少年が牛の膀胱を膨らまして来てこれを蹴った。かくしてフットボール
．が誕生したといわれている。
3．フットボールの誕生と禁止注（黎明期）筆者注13
1050～1075年の間に始められたフットボールは瞬くうちに英国全土に広まった。そこで足先に怪
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我することなく思い切り蹴ることができた。12世紀にはいると何ら制約的ルールのないフットボー
ルは群集で行うゲームとなり，多くは都市対抗の形で行われ，近隣する都市の人々は数十人数百人ず
つ，どこか中間の場所で出会い，戦闘開始の合図とともに牛の膀胱が投げられ，それを蹴り，ドリブ
ルで送り，相手部落の閉門に投げ込む事により勝敗を決めた。現在のサッカーのゴールはその門を顕
し，選手のマークは部落の紋章を意味した。
　部落間は離れており3マ・イル，5マイル離れていることは希ではなかった。競技は野を越え，川を
越え，山を越えて行い，川の中で互いに相手の上に，積み重なっているのが見られた。帽子を破いた
り，服を裂いたり，脛を折ったとか，頭を割ったとかという細かい事故の他に，30人ものプレー
ヤーが礫死したようなことも起こった。
　勝ったチームはものすごい叫び声とともにボールを蹴って町に帰る。非戦闘員は驚異を抱き，戸を
閉めてうちの中に閉じこもった。このストームは町中をメチャクチャにするばかりでなく，小さな建
物は壊された。敗れたチームも同様で，それのみならず，いつの間にかプレーが町の中で行われだ
し，試合の行われる町では窓を板張りにした。何故なら，ボールが室内に入るとその後を追ってプ
レーヤー達は部屋の中になだれ込んだからだ。町の害は増加し，当局は禁止を奨励し，デーン人の頭
蹴りを空き地でやる以外全く禁止した。
　この段階でゲームの規格化が始まった。現在のサッカーのような境界線がフィールドに引かれ，相
手チームのゴールラインを越すと1点になり，プレーヤーの数は一定していった。おおよそ1チー
ム19～50名であった。14世紀頃フットボールの状況は［フットボールの試合が行われる時は同数に
分かれた二組が80～100ヤードも離れて置かれた二つのゴールの間に立った。ゴールは普通2・3フ
ィート離してグランドに立てた二本のステックからなっていた。牛の膀胱を皮で包んだボールはグラ
ンドの中央に置かれ，両チームはこのボールを相手ゴー一ルに入れること］で試合するようになったと
されている。
　プレーヤーは相手の脛を蹴り手足で相手を倒した。はじめはフットボールではなく，デーソ人の頭
蹴り“Kicking　the　Derns　head＆Blander”という名称で呼ばれていた。12世紀になりフットボールと
いう名になり，当時，イギリスで盛んになったスポーツで，多くのイギリス人が暇があるとこれを行
ったようだ。
　デーン人の頭蹴りが子供の遊びから発展し，市民のゲームにまで広がっていったゲームであった。
また，それが当時の征服された民族の唯一の社会的反抗の示威行為でもあったようだ。
　ヘソリー1世はこれでは当時国家的義務であった三術錬が疎かにされるという理由からこれを禁止
した。もし，これを行った時はプレーヤーは勿論その土地の所有者も投獄する命令を出した。この禁
．止令は400年にわたり代々の統治者に受け継がれた。そして時にはフットボールばかりでなく，他の
多くのスポーツである，クリケット，テニス，ゴルフ等にも適応された。このことはこの間に出され
た禁止令が物語っている。
　つまり，1314年エドワードll世，1340年エドワード1皿世，1388年リチャード1世，1401年ヘン
リー】V世，1504年ヘンリー～狂世がこの禁止令を出している。この禁止の理由はいずれも弓術訓練の
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妨害になるのとあまりも乱暴で市民に迷惑をかけ，プレーヤー自身も死傷させるゲームのためで，罰
として罰金，投獄を科せられた。これを行った土地の所有者，市長，警官までも取り締まられた。
　一方，時の指導者や作家もまたフットボールを痛烈に非難している。ある作家は「私はがフット
ボールをやる事に反対だ。フットボールは遊戯やレクリエーションでなく，一個の戦いで，お互いの
娯楽でなく，流血的，殺人的プレイと言える」といっている。
　このような，禁令や非難にも拘わらずフットボールは継続されたのは，民衆のスポーツ熱が盛んで
あったことと他方，禁令を緩めた王もあった。例えば，1457年スコットラソド生まのジェームス皿
世はスポーッ熱に手を焼き禁令からフットボールとゴルフを除き，万能スポーツマソであったと言わ
れているヘンリー皿世は彼の兵士にフットボールを黙認した。かように時として寛容な王もあり，た
とえ厳重であったとしても隠れ，隙間をついてイギリス人はフットボールを行った。
　この長い禁止期間にも拘わらずフットボールは一つの世代から次の世代に伝えられて来た。
　4．　フットボールの発展と国外への伝播
　イギリスで圧迫されていたフットボールはヨーロッパの他の地方，特にイタリーのフローレンスで
は盛んだった。プレーヤーや観客は立派な服装して念入りな儀式を行った。これはカルチオと呼ば
れ，階級の低い者や職人，奉仕人，風紀の悪い人のプレーは禁じられ，忠実な兵士，名門の人やジェ
ントルマソに限った。
　一方，本国であるイギリスでは，エリザベス女王が没し，1603年ジェームス1世が王位につい
た，この頃に火器（mashet）が発明され，弓の価値も減少していたため弓術訓練を激しく行う必要
がなくなった。ここで王はヘソリー1・皿世の代から行われ，四百年ものブランクがあった禁令を廃
止し，これを奨励し，フットボールは健全な男性的なスポーッとして行うことを宣言した。
　この王のもとにイギリスではスポーツ熱に沸き立ちフットボールチームは全国に発生した。都市は
彼らの優雅さ，優秀さを誇りとし未婚老，既婚者その夫人あるいは職業別の対抗が行われた。
　5．フットボールの分化
　近代フットボールの真の出発点は19世紀の始めの25年のパブリックスクールと大学にあった。種
々の方法で行われ乱暴で無鉄砲であったフットボールはパブリックスクールに伝えられた。たとえ乱
暴なものであったとはいえ，その方法はより単純なものへ，ルールはより合理的なものへと組織化さ
れ，それぞれの学校に定着していった。また，他方では全く異なったゲームの発達が見られた。それ
はその学校が置かれた環境によるものであった。
　これを大別すると次の二点の特徴とする。
　　1．ボールを蹴ること基礎を置くゲーム
　　2．ボールを手で扱うことを許すゲーム
　イートソの運動場は狭い場所なので彼らのフィールドゲームは蹴ることだった。卜一マスがラグ
ビー校の校長になった時，ここにイートンのフィールドゲームを紹介し，エリス少年によって破られ
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たのはこのルールである。このエリスの話がラグビー校から外部に伝わりついに英国中に伝わった。
当時ボールをとって走ることの可否について議論されたが，いずれにしてもボールをもって走るか，
ただ蹴るだけを選ぶかに関して議論するだけでは面白くなく，1839年ケンブリッジはアルバート・
ペルーのリーダーシプにより，ラグビーを採用する事により議論に終止符が打たれた。この頃のプ
レーヤーははじめのバウンドを捕らえたときに走った。1848年最初の規則を作るために各クラスの
リーダーが誓った。
　当時，ラグビーを行うのは学生のみで1861～2年シーズンにBlack　Heathというプロチームが英
国の主要都市を旅行し，ラグビーを紹介し，一般化に努力したことは，始めから蹴るゲームをしてい
た人々を憤慨させた。これらの人々が1863年にロンドンに集まり，London　Football　Associationを
作り，新しいゲームを公然と非難した。これ以来，ラグビーと区別するためにAssociationと呼ばれ
るようになり，まもなく，Assoc－Footballとなり，しばらくしてSoccerとなった。
　1871年大学やその他でラグビーを採用するチームが多くなり基準規則の制定のために代表が集ま
り，England　Rugby　Unionをつり，ここに新しいゲームが形成された。1877年に1チーム15人にな
った。このようにしてラグビーは急速に発達していった。1878年にScoiland　R．U．1874年，　Irish
R．U．1880年Welish　R．U．ができて活動を始めた。
　前述のごとく，プロのBlack－Heathがラグビーを紹介しながら，各地を歩いたことは宜伝にはが
役立ったが，プロとして好評を博さなかった。そこで，1870年代及び80年代プロ達はサッカーに専
念し，アマチュアはラグビー，プロはフットボールに分かれるようになった。
　ところが，1890年代に入ると多くのプレヤーは試合のために多額の報酬をもらい出すようになっ
た。人々は最初のうちはこれに反対したが，選手達に喜んで多額の出資を出していた人々はプレヤー
の必要な経費だけではなく，正規の失われた時間にも償いをすべきであると断言した。
　これは大問題を起こし，ようやく1893年にUnionの規則で，今後プレーヤーはアマチュアである
べきであるとされ，決着が付いた。プロのラグビーの代表者はこれに不満で新たにRugby　League
を作り独立した。
　フランスとニュージーランドでは1870年にラグビーを採用した。その後，オーストラリアやカナ
ダでも採用され，盛んに行われるようになった。このようにして主として英帝国内で盛んに実施され
てきた。
　6．　サッカーの発展
　現在行われているフットボールはサッカーと同意語である。前述のごとく1863年London　Football
、　Associationが設立され，ラグビーと分離し，1866年にルールの大改訂が行われた。今日世界各国に
適応されているルールはこの時に制定されたものである。
　ラグビーが・イギリスのプレヤーに大切に保存されている間に，サッカーは全世界の隅々にまで広が
りを見せ，いたる所で好評を博してきた。英国のサッカーは今日ではアメリカの野球のごとき，観衆
の支持も多く良いプレーには数万人もの観衆が熱狂した。グラスゴーで行われたスコットラソドとイ
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ンドの試合には14万4千人の観衆が集まったといわれている。
　1885年に英国のサッカーにプロが移入した，初期にはプロのプレーヤーは低階級とされたが，今
日ではアメリカの野球選手のように社会的地位も認められてきた。
　他方，イギリスのサッカーの特徴の一つは賭の対象になっていることである。また，南米における
サッカー熱は欧州に劣らず，技術的水準も高い。国によっては対外試合で優勝すると，国の祝日とし
ている国もあるほど熱狂的に人々の間に浸透してきている。
皿．日本における武道の発展史
　日本の体育史の上で遊びや身体活動が最初に現れてくるのは平安時代に公家の間で蹴鞠が行われた
ことは衆知のことである。鎌倉時代になると武土道の精神を昂揚と子弟教育のため武道が幕府により
取りあげられている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かさがけ　　やぶさめ　　いぬおうもの　鎌倉時代に武士階級では弓馬の技術を重んじられるようになり，騎射の代表は笠懸　鏑馬，犬追物
　　　　　みつもので，馬上の三物と呼ばれた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおまと　　まるもの　　くさじしいずれも疾走する馬上から，的や犬を射る技術であった。この他に大的　円物，草鹿という歩射も騎
射に劣らずよく行われた。また弓術の訓練として，頼朝の頃には，大がかりな巻狩がたびたび行われ
た。
　鎌倉末から南北朝の動乱期には，戦闘の様相も従来の「一騎懸け」から集団の合戦へと発展，これ
に伴って使用する武器も弓矢中心から大太刀や長刀，槍へと移行した。
　戦国時代に入ると，種子島に鉄砲が伝来レ（1543），その普及とともに戦術の一大転換期を迎え，
白兵戦が重大な鍵を持つようになった。弓術に変わって急速に日本化した砲術の津田流や柔術の源流
である竹内流，白兵戦の花である剣術の新陰流や一刀流など多くの流派が生まれていった。
　一方，庶民にとて祭礼はレクリエーショソの意味を持っていた。彼らの楽しんだものに田楽，猿楽
等がある。田楽はもともと豊作祈願や苦労を慰安するために行われた舞踊の一種であり，鎌倉から室
町時代にかけて田楽能を生んで流行した。この他，笹竹にまたがって遊ぶ竹馬や，二手に分かれて石
を投げ合う印地打も盛んに行われた。相撲は庶民にとって楽しい遊びであり，その他，力遊びといわ
れる綱引き，腕押し，首引き等があった。また，神社や寺に参詣する旅が活発になったのもこの頃で
ある。
　近世にはいると，武士は儒学の修得とともに武芸を教養として学んだ。この時代には武芸十八般の
中でも弓・馬・剣・槍・砲・柔術が盛んに行われた。他に鎖鎌・十手・水泳・棒術等も加わり，これ
ら各武芸にはそれぞれ多くの流派が生まれた。各藩では各々の流儀を採用して師範家を取り立て，武
士の各階級に応じた必須の武術を藩学校で習わせた。
　元禄時代にはいると，武芸も形式に流れ遊芸化の傾向を見せた。その為，武術本来の姿に近づけよ
うと，宝暦の頃に剣術では面・胴・籠手等の防具が工夫され，竹刀打込稽古が始められた。また槍術
ではたんぽ槍が考案され，安全でしかも実戦的な稽古が行われた。一方，弓術においても，技量を計
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ろうと，遠矢を射て的中した数を競う「通し矢」競技が盛んに行われた。京都三十三問堂の通し矢は
有名で近日まで続いている。
　幕末になると，ペリー来航後，国防力の強化のため，幕府は講武所を設立した。ここでは弓・剣・
砲術が教授され，他に洋式訓練も行われた。
　一方庶民は，年中行事や縁日の折りに相撲，綱引き，たこ揚，船こぎ，盆踊りなどを行った。相撲
には辻相撲や宮相撲があり，また神社や仏閣の建立，道路や河川の修理等に際しては寄付を目的とし
た勧進相撲が興行された。また信仰と旅を兼ねた神社参詣や霊場巡り，霊峰登山も庶民の間に普及し
た。
　以後，1876年にイギリス皇室船員によって日本にサッカーが伝えられるまで，外来文化としての
スポーツは鎖国状態であった。従ってこの間，’ 坙{特有のスポーッ観が生まれたものと考えられる。
このスポーツの暗黒時代を経て，急速に新しい外来文化に触れた日本人はすぐにこれを吸収すべく，
模倣からそれを導入していった。それも，時間的余裕の持てる極く恵まれた一部の篤志家や，学生を
中心にして浸透していった。
　こうして導入された外来のスポーッは日本独特の伝統と身体観を土壌として，近代スポーッへと展
開を見せることになる。
皿．比較と検討
　前述のように，日本の近代スポーッの萌芽は実質的には明治時代からといって良い。従って，前近
代（封建社会）における武家の子弟に対する身体修練の場であった武道が日本での身体活動としての
土壌となった。それは上意下達で教育的意図の強いものであった。
　高津注5はこれら武道の持つ特質について次のように述べている。「火器の発達による在来武術の非
実用性と，それに伴う武術の持つ内面的価値を重視，すなはち，武術の武道化の進行をもって近代化
の端緒的契機とみなす見解は前近代の日本の社会に存在していた」注7と指摘している。
　さらに，「武道がスポーッに対して固有性を主張する場合，その最大の根拠は，伝統に対する国粋
的な憧憬と教育的意義であるとし，続けて，実戦の場で殺傷を目的とした生命のやりとりに起源を持
ち，それにおいて思念される規律や自制心，忍耐，捨て身の態度，厳粛さ，真剣さなどの精神的特性
に帰着する」注9と指摘している。
　以上のことから，日本の近代スポーッ史の課題は，欧米の近代スポーツの「日本化」と，武道を含
む日本的伝統文化の近代化という二重過程・側面を統一的に把握しつつ，そこに存在する固有性をス
．ポーッの世界的な展開過程のなかに位置づけることを意味している注10。近代スポーッ史にとって重
要な関心事は，それが民族。国民の生活を豊かにし，人間の自由の拡大・発展の内実を構成するもの
になっているかどうかにある。
　つまり，伝統文化と云われるものが民族的・国民的な要求にもとつく近代的な改変ができるか否か
を求められていることになる。他方，外来の近代スポーッが国民の生活と人間的な要求にもとついて
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取り入れられたものである限り，必ずしも外来的なものとして，取り入れられたわけではない。その
外来的なものが日本のスポーツの近代化に大きく影響を与えたとしても，その外的要因は内的要因を
介してしか作用し得ないものであり，基本的には，内的要因にもとついて歴史と未来を描かざるを得
ないのである。
　スポーッは20世紀中庸から急速に発展を遂げてきたが，スポーツの成立事情やその条件について
は一言では語れない。何故ならば，それは人間の持つ基本的な運動現象がその土台となり，かつ，複
雑な人間存在にとって，何らかの意味を持つとの“認識”がなければならないであろう。あるいは，
人間存在の行動現象そのものが起因するからである。前川注11は［身体活動が人間存在に限らず，社
会や広く民族，国家などの存続発展になんらかの意味を見つけるという認識作用が介在しているに違
いない。］と指摘している。つまり，身体活動は歴史的，個人的，社会的，民族的，国家的に広くは
人類的な欲求との関わりにおいて見られる現象であり，文化的現象であるとの指摘である。
　かようにして，日本における武道が長い武家社会の中のみで培われてきた，そこは，日本特有の鍛
錬，忍耐，根性，勇気，士気の鼓舞といった，質実剛健の男子像を理想とする教育的理念を見ること
ができる。
　のちの日本におけるスポーツ観の土壌がこの長い蟄居状態の中で培われ，富国強兵政策と相侯っ
て，精神主義的，極端な鍛錬主義や勝利至上主義の身体教育の思想が日本のスポーツ・体育界に定着
していったものと考えられる。
　竹之内注12は，今日では，同じ目的のために，それぞれの理論や主張が導かれた運動法が見られ
る。また，生活の実用性を効果的に遂行するための訓練の手段として，編み出されたものとして武術
を挙げている。そこでは運動を目的論，手段論的立場から，運動を文化として捉え運動文化論を展開
している。
　また，日本では外国との交易が始まり，外来の文化が日本に伝えられると，多くの人たちは好んで
外来文化に染まっていった。ここに，日本独特の模倣文化の基を見ることができる。以後，この伝統
文化と外来文化の混在は日本の独特な文化の気風に大きな影響を与えている。その後の，日本のス
ポーッ観に見る精神主義と競争主義，勝利主上主義，に繋がった要因と考えるられるからである。
　一方，イギリスにおけるフットボールの歴史に見られるように何代もの禁止にもかかわず，自発
的，意欲的，意図的に行われた社会的抵抗の示威行為として，始まった民衆の行為であった。今日で
も，時には過激すぎて大きな社会問題となることも多いが，その発生からして，自然発生的，自律的
な行動に規制され，おおよそ，1000年の長い時をかけた発展過程を経てきた。その間にカイオワの
云う遊びの要素注14を身につけた個人尊重の気風と日本のように枠にはめた教育的気風との相違であ
る。イギリスのスポーツはホ・イジンガーが注15指摘する非日常性，規則性，限定性といった遊びの基
本的要因を有してきた。そして，近代スポーッが組織化され，技術的には大変高次化された組織体に
まで発展してきている。
　本来，スポーツ概念の原点は遊びの概念で規定されている。いかに組織的になり，高次化された組
織体であっても，自由性と自律性はその根底を成してきていることには変わりない。
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上記の点がイギリスのスポーツ観の根底を成していることが，日本のスポーツ観との大きな相違点
として挙げることができる。
おわりに
　以上イギリスと日本のスポーツの発達史を視点に眺めてきたが，スポーッ観はそれぞれの時代背景
や社会的状況により大きく左右できた。
　人間が社会生活を営み始めた頃から最も早く身体に対する働きかけは洋の東西を問わず関心事とさ
れてきた。ギリシャのギムナスティークや古代支那における体操にの史実がこれを物語っている。
　無論，これらの各時代ではスポーッの概念はなく，身体を意図的に動かすことにより身体を育成す
ることに主眼があり，社会生活に適応できる身体の訓練の場であった。
　また一方，イギリスではボールを使い，日本では武道を用いて，実施されてきたことは前述した通
りである。イギリスにおいてボールを遊びの中から自然発生的に行われたことと，日本における武道
でそれを為してきたことが後日本のスポーツ観の形成に大きな差異として現れてくることに注目した
い。当時の日本社会状況を考えるとき，それ以外の方法は考えられなかったのである。イギリスにお
いて自然発生的にボールゲームが行われ，日本のように作為的に何かを意図したものであったかは後
のスポーツ観の形成に大きな影響を与えたと考えられるからである。すなはち，自然発生的か作為
的，意図的かによって，それを行うものにとって，大きな差異となって後に影響を与えたことを指摘
して置きたい。
　イギリスにおけるサッカーは長い歴史の間に地域に密着して，技術的にも高次化されクラブが組織
化され，近代スポーッへの土壌が培われてきたことは既に述べてきたが，日本においてはそのよう
な，地域的定着やクラブ組織の発展には繋がらず，唯一，学校教育の中にのみ広げられていった。
　イギリスにおけるサッカーは，多くの植民地から規模的に全世界的に拡大されて発展を遂げてき
た。イギリスにおけるサッカーの発展に見るスポーッ観と日本における武道を基に発展してきたス
ポーッ観とでは相当な相違となったことは明白である。
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